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どんな発明？

こんなことに使える！
こんな研究室です！

携帯電話やスマートフォンの長時間
の使用により、いわゆるスマホ指と呼
ばれる症状が引き起こされることがあ
ります。スマホ指は、反復性疲労損傷
（ＲＳＩ）の一種で、繰り返しの動作
による軟部組織の損傷により、指や手
の柔軟性に悪影響を及ぼし、痛み、こ
わばり、脱力感、痛み、けいれん、腫
れ等の症状が現れることがあります。
スマホ指が慢性化すると、手の動きが
大きく制限されて日常生活に支障をき
たす恐れがあるため、症状が現れてい
ない軽症の段階で対処することが重要
な一方、隠れたＲＳＩを発見すること
は困難でした。

発明したデバイスを使用することに
より、簡便に手の状態を評価すること
で、早期のスマホ指発見と適切な治療
に役立てることが出来ます。

デバイスを親指と人差し指で挟んで
握るだけで簡便に判定が出来ます。医
療現場や療術現場で、スマホ指の早期
発見に役立てることが出来ます。

健康福祉用具の開発のためには、人
間の筋骨格特性と身体運動特性を知り、
その特性と機器用具の動力学特性との
力学的相互関係を理解することが重要
です。これらの知見を応用し、科学的
根拠に基づいた新しい健康福祉用具の
開発に取り組んでいます。
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スマホ指疾患の診断デバイス
- 簡便な方法で診断が可能に -
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